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令
和
三
年
三
月
一
〇
日 

          

第
一
一
六
回
教
学
高
等
講
習
会 

国
家
仏
教
と
法
然
浄
土
教 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
此
木 
輝
之 
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【
講
義
概
要
】 

国
家
（
こ
っ
け
）
は
別
に
天
皇
家
を
意
味
す
る
。
古
代
国
家
は
天
皇
家
を
中
心
に
機
能
し
、
仏
教

は
そ
れ
を
守
護
し
た
。
し
か
し
、
法
然
上
人
の
仏
教
は
天
皇
家
の
護
持
や
国
家
行
事
の
遂
行
よ
り
も
、

個
人
が
念
仏
を
唱
え
、
い
か
に
往
生
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
た
。 

古
代
以
来
の
神
仏
習
合
の
仏
教
を
信
奉
し
て
き
た
皇
族
や
貴
族
に
と
っ
て
、
法
然
上
人
の
「
専
修

念
仏
」
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
た
か
。
ま
た
法
然
上
人
は
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
弟
子
た

ち
は
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
か
、
浄
土
宗
草
創
期
の
困
難
な
歴
史
を
客
観
的
に
話
し
て
み
た
い
。 

 【
講
義
の
視
点
】 

 

貞
慶
は
『
興
福
寺
奏
状
』
に
「
近
年
は
専
修
の
行
が
盛
ん
と
な
り
、
国
家
の
仏
教
は
中
興
の
時

［

王

化

中

興

の

時

］

を 

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
既
に
三
学
は
廃
れ
て
、
南
都
北
嶺
の
仏
教
は
滅
亡
に
瀕
し
て
い
る
」
と
記 

す
。
こ
の
「
国
家

こ

っ

け

に
奉
仕
す
る
仏
教
」
と
い
う
認
識
こ
そ
が
古
代
仏
教
の
本
質
と
言
え
よ
う
。
そ
れ

が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
、
古
代
神
道
国
家
と
仏
教
受
容
ま
で
遡
っ
て
考
察
す
る
の
が
本
講
義

の
第
一
の
視
点
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
経
過
を
無
視
し
て
法
然
仏
教
の
本
質
は
見
え
て
こ
な
い
。 

次
に
、
今
で
も
『
一
枚
起
請
文
』
の
「
尼
入
道
の
無
知
の
と
も
が
ら･
･
･
」
と
は
、
女
性
蔑
視
で
あ

る
と
か
、
念
仏
は
「
僧
侶
が
唱
え
る
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
人
は
多
い
。
女
性
成
仏
は
「
変
成
男
子

の
法
」
に
頼
っ
て
い
た
古
代
仏
教
の
常
識
に
対
し
て
、
男
女
や
有
知
無
知
に
限
ら
ず
往
生
で
き
る
と

説
い
た
法
然
上
人
の
姿
勢
は
、
周
辺
か
ら
非
難
と
怨
嗟
の
声
が
あ
が
っ
た
。
そ
の
具
体
例
を
紹
介
し
、

法
然
上
人
の
労
苦
を
思
い
、
教
え
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
、
本
講
義
の
第
二
の
視
点
で
あ
る
。 

 

【
資
料
の
内
容
】 

一
、
古
代
国
家
と
仏
教 

①
祭
政
一
致
の
古
代
国
家 

②
ヤ
マ
ト
王
権
の
統
一
理
念 

と
し
て
の
仏
教 

③
貴
族
支
配
の
仏
教 

 
 

 

④
白
河
院
政
以
降
の
仏
教 

  

二
、
専
修
仏
教
と
総
合
仏
教 

 
 

 

①
新
仏
教
「
達
磨
宗
」
の
弾
圧 

 
 

 

②
「
戒
師
」
法
然
の
立
場 

 
 

 

③
武
士
の
信
仰
の
多
様
性 

（
熊
谷
直
実
の
氏
神
信
仰
） 

 
 

④
地
域
に
お
け
る
念
仏
信
仰
の 

展
開
と
課
題 

 

 

三
、｢

念
仏｣

に
対
す
る
周
囲
の
認
識
と
法
難 

 
 

 

①
元
久
と
建
永
の
法
難 

 
 

 

②
嘉
禄
の
法
難 

 
 

 

③
貴
族
の
念
仏
に
対
す
る
認
識 

 

 

ま
と
め 
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一
、
古
代
国
家
と
仏
教 

① 
祭
政
一
致
の
古
代
国
家 

（
『
記
紀
』
伝
承
と
古
代
国
家
） 

 
 

ア 

神
社
分
布
の
語
る
古
代
国
家 

 

・
氷
川
神
社
（
素
戔
嗚
）

ス
サ
ノ
オ

旧
武
蔵
国 

 

・
香
取
神
社
（
経
津
主
）

フ
ッ
ツ
ヌ
シ

旧
下
総
国 

・
鹿
島
神
社
（
建
御
雷

タ
ケ
ミ
カ
ツ
チ

）
旧
常
陸
国 

 

＊
伊
弉
冉
が
火
の
神
（
加
具
土
）
を
生 
 

 

ん
で
死
ん
だ
の
で
、
伊
弉
諾
は
十
拳 

剣
で
加
具
土
を
殺
し
た
。
そ
の
血
か 

ら
生
ま
れ
た
の
が
経
津
主
と
健
御
雷 

と
さ
れ
る
。
→
皇
祖
神
と
血
縁 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

イ 

出
雲
勢
力
と
国
譲
り 

 

 
 

 

・
経
津
主
も
建
御
雷
も
天
照

ア
マ
テ
ラ
ス

が
葦
原
中
国

ア
シ
ハ
ラ
ナ
カ
ツ
ク
ニ

（
日
本
国
）
を
治
め
る
大
国
主

オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ

に
遣
わ
し
、「
国
譲
り
」

を
実
行
さ
せ
た
神
。
大
国
主
の
子
の
建
御
名
方

タ

ケ

ミ

ナ

カ

タ

は
反
対
し
て
逃
亡
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

＊
経
津
主
は
物
部
氏
、
建
御
雷
は
中
臣
氏
の
氏
神
と
す
る
研
究
あ
り
。 

 
 

 

・
建
御
名
方

タ

ケ

ミ

ナ

カ

タ

は
、
高
志
国

こ

し

の

く

に

（
後
に
越
国
＝
越
前
〈
能
登
・
加
賀
〉
・
越
中
・
越
後
）
か
ら
信
濃
（
諏

訪
）
に
逃
げ
た
。
母
の
沼
河
比
売

ぬ

な

か

わ

ひ

め

（
奴
奈
川
姫
）
の
出
身
は
高
志
国
と
さ
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

＊
北
陸
各
県
に
は
出
雲
信
仰
が
今
に
残
る
。 

      

 

図は西角井政隆氏作成 

奴奈川姫像（新潟糸魚川市） 

諏訪大社（本宮 拝殿） 
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ウ 

『
記
紀
』
以
外
の
史
料
か
ら
見
る
古
代
国
家
の
形
成 

 
 

・
『
魏
志
倭
人
伝
』
等
に
み
ら
れ
る
「
邪
馬
台
国
」
「
卑
弥
呼
」
二
三
〇
～
四
〇
年
頃
の
記
述
。 

 

 
 

 
→
九
州
で
は
、
吉
野
ヶ
里
遺
跡
（
筑
後
川
水
系
流
域
の
小
国
家
群
） 

 
 

・
『
肥
前
国
風
土
記
』
（
完
形
で
残
る
五
風
土
記
の
一
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

→
益
城
の
土
蜘
蛛
討
伐
と
崇
神
天
皇(

一
〇
代
）
。
→
景
行
天
皇(

一
二
代
）

の
記
事
が
多
い
。 

→
関
東
で
は
景
行
天
皇
の
子
（
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
）
伝
説
が
多
く
見
ら
れ
る
。 

 

・
埼
玉
県
行
田
市
稲
荷
山
古
墳 

鉄
剣
銘
「
辛
亥
年
（
四
七
一
）
獲
加
多
支
鹵
大
王
」
。 

・
熊
本
県
玉
名
郡
和な

ご

水み

町
江
田
舟
山
古
墳 

大
刀
銘
「
治
天
下
獲
□
□
□
鹵
大
王
」
。 

→
大
長
谷
若
建
（
雄
略
天
皇
）
は

二
一
代

『
宋
書
』
に
書
か
れ
た
倭
の
五
王
の
「
武
」
と
さ
れ
る
。 

 

「
東
は
毛
人
を
征
す
る
こ
と
五
十
五
国
、
西
は
衆
夷
を
服
す
る
こ
と
六
十
六
国
」 

（
『
宋
書
』
倭
王
武
上
表
文
） 

 

→
次
第
に
「
ヤ
マ
ト
大
王
」
治
下
に
服
属
し
た
過
程
が
わ
か
る
。 

 

→
五
世
紀
末
頃
ま
で
に
氏
神
を
祀
る
地
域
集
団
（
小
国
）

か
ら
国
（
国
造
）

が
形
成
さ
れ
た
。 

 

② 

ヤ
マ
ト
王
権
の
統
一
理
念
と
し
て
の
仏
教 

 

ア 

天
皇
家
の
仏
教
信
仰 

 
 

・『
書
紀
』
で
は
五
五
二
年
。『
元
興
寺
縁
起
』
で
は
五
三
八
年
。
百
済
聖
明
王
か
ら
欽
明
天
皇
に
。 

 
 

・
『
書
記
』
は
蘇
我
・
物
部
の
対
立
軸
に
神
・
仏
を
描
く
が
、
「
氏
神
」
を
中
心
と
し
た
「
地
域
国

家
群
」
を
ま
と
め
る
理
念
が
な
か
っ
た
。 

 
 

 
 

→
神
仏
習
合
は
統
一
国
家
の
理
念 

 
 

・
推
古
天
皇
三
年
（
五
九
四
）
「
三
宝
興
隆
の
詔
」
（
『
日
本
書
紀
』
） 

 

・
聖
徳
太
子
と
十
七
条
憲
法
（
六
〇
四
） 

 

 

イ 

国
家
の
形
成
と
仏
教 

 
 

・
天
武
天
皇
（
四
〇
代 

 

～
六
八
六
） 

→
壬
申
の
乱
後
、
律
令
を
制
定
し
、
国
史
（
『
書
紀
』
）
を
編
纂
し
、
古
代
国
家
の
基
礎
を
築

い
た
。
神
道
を
整
理
し
、
仏
教
を
保
護
し
た
。 

 
 

 

・
聖
武
天
皇
（
四
五
代 

七
〇
一
～
七
五
六
） 

 
 

 
 

 

→
疫
病
蔓
延
の
中
で
、
国
分
寺
（
七
四
一
）
、
東
大
寺
盧
舎
那
仏
造
立
の
詔
を
出
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

鑑
真
か
ら
戒
を
受
け
、
後
に
東
大
寺
戒
壇
院
（
七
五
四
）
を
建
立 

 

→
三
戒
壇 

 
 

 
 

 

→
国
家
（
こ
っ
け
＝
天
皇
家
）
支
配
の
精
神
的
支
柱 

 
 

 
 

 

→
皇
族
子
弟
と
寺
院
住
職
（
門
跡
寺
院
）
。
そ
の
後
は
貴
族
→
武
士
の
時
代
ま
で 

 

③ 

貴
族
支
配
（
摂
関
家
）
の
仏
教 

ア 

『
九
条
師
輔
遺
誡
』
（
原
典
は
漢
文
、
以
下
同
） 
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先
ず
起
き
属
星
の
名
号
を
称
え
る
こ
と
七
遍
。
（
中
略
）
次
に
仏
名
を
誦
え
、
及
び
尋
常
に
尊

重
す
る
所
の
神
社
を
念
ず
べ
し
。
（
中
略
）
但
し
早
く
本
尊
を
定
め
、
手
を
盥
洗
し
つ
つ
宝
号

を
唱
え
よ
。
真
言
を
誦
す
る
が
ご
と
し
。
多
少
に
至
っ
て
は
人
の
機
根
に
随
う
べ
し
。
不
信
の

輩
は
、
非
常
に
夭
命
な
り
。
前
鑒
す
で
に
近
く
に
あ
り
。
第
三
の
関
白
貞
信
公
（
忠
平
）
語
り

て
云
は
く
、
延
長
八
（
九
三
〇
）
年
六
月
二
十
六
日
、
清
涼
殿
霹
靂
す
る
の
時
、
侍
臣
色
を
失

う
。
吾
れ
は
心
中
三
宝
に
帰
依
す
れ
ば
、
殊
に
懼
る
る
と
こ
ろ
無
し
。 

 
 

 
 

 
 

＊
仕
事
と
生
活
に
神
仏
が
共
存
し
た 

 
 

 

＊
関
白
基
経
―
忠
平
―
師
輔 

  
 

 

イ 

『
御
堂
関
白
記
』
寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
二
月
六
日
条
（
道
長
五
十
四
歳
） 

 
 

 
 

 

甲
午
、
心
神
常
の
如
し
、
し
か
る
に
目
な
お
見
え
ず
、
二
・
三
尺
相
い
去
れ
ば
、
人
の
顔
も

見
え
ず
、
た
だ
手
に
取
る
物
ば
か
り
見
ゆ
。
い
か
に
況
ん
や
庭
前
の
事
を
や
。
陰
陽
師
・
医

家
魚
肉
を
食
す
べ
き
を
申
す
。
月
ご
ろ
の
間
こ
れ
を
用
い
ず
。
今
は
仏
像
・
僧
も
見
え
奉
ら

ず
。
経
巻
近
く
目
に
当
て
読
み
奉
る
。
若
し
此
れ
よ
り
暗
く
成
ら
ば
、
如
何
が
せ
ん
。
仍
り

て
五
十
日
の
仮
を
三
宝
に
申
し
、
今
日
よ
り
こ
れ
を
食
す
。
思
い
歎
く
こ
と
千
万
念
。
是
れ

た
だ
仏
法
の
た
め
な
り
、
身
の
た
め
に
非
ず
。 

 
 

 
 

○
仮
＝
仮
虚
、
方
便  

 
 

 
 

 
 

＊
私
生
活
に
お
い
て
も
真
剣
な
信
仰
と
生
活
態
度 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

＊
法
然
も
病
に
限
り
、
鳥
・
魚
・
葱
等
の
食
事
を
認
め
て
い
る
（
『
往
生
浄
土
用
心
』
）
。 

  
 

④ 

白
河
院
政
以
降
の
仏
教 

ア 

『
中
右
記
』
（
中
御
門
右
大
臣
宗
忠
日
記
）
大
治
四
年
（
一
一
二
九
）
七
月
十
五
日
条(
裏
書)

 

 
 

 
 

 

法
皇
の
御
時
初
め
て
出
来
せ
し
事 

 
 

 
 

・
受
領
の
功
萬
石
萬
疋
進
上
の
事 
 

・
十
餘
歳
の
人
と
受
領
と
成
る
事 

（
中
略
） 

・
神
社
佛
事
封
家
の
納
、
諸
国
の
吏
全
く
辨
済
す
べ
か
ら
ざ
る
事 

・
天
下
の
過
差
日
を
逐
う
て
倍
増
し
、
金
銀
錦
繍
、
下
女
の
装
束
と
成
る
事 

・
御
出
家
の
後
、
御
受
戒
無
き
事 

 

○
受
領

ず
り
ょ
う

＝
国
司 

功こ
う

＝
売
官
、
過
差

か

さ

＝
贅
沢 

 
 

＊
院
政
期
間
は
、 

白
河
譲
位
の
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）

か
ら
平
家
滅
亡
の
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
） 

 
 

＊
中
流
貴
族
や
武
士
を
登
用
し
地
域
支
配
を
進
め
た
。
→
津
軽
半
島
に
及
ん
だ
。 

 
 

＊
地
方
官
職
の
買
収
が
行
わ
れ
、
白
河
院
は
そ
の
収
入
で
法
勝
寺
な
ど
を
建
立
し
た
。 

 
 

 

→
平
清
盛
と
後
白
河
院
も
同
様
。
清
盛
の
財
で
離
宮
法
住
寺
（
三
十
三
間
堂
）

建
立
。 

 
 

＊
末
法
元
年
永
承
七
年
（
一
〇
五
二
）
以
降 

→
上
級
貴
族
の
凋
落
（
末
世
の
認
識
）
と
重
な
っ
た
。 
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→
中
級
貴
族
や
武
士
た
ち
の
経
済
格
差
と
重
な
っ
た
。 

＊
法
然
は
、
こ
の
よ
う
な
世
相
の
中
で
比
叡
山
に
登
る
。 

 

→
天

養

二

年

（

一

一

四

五

）

十

三

歳

（

久
安
三

年

〈

一
一
四

七

〉
十

五

歳
） 

イ 

『
玉
葉
』 

治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
閏
二
月
五
日
条 

（
清
盛
逝
去
の
評
） 

 
 

 
 

（
清
盛
は
）
累
葉
の
武
士
の
家
に
生
ま
れ
、
勇
名
を
世
に
被
る
。（
中
略
）
就
中
、
去
々
年
以
降

強
大
の
威
勢
、
海
内
に
満
ち
、
苛
酷
の
刑
罰
、
天
下
に
普
し
。（
中
略
）
何
ぞ
況
や
、
天
台
・

法
相
の
仏
を
魔
滅
す
る
哉
。
只
だ
仏
像
・
堂
舎
を
堙
滅
す
る
に
非
ず
、
顕
密
の
正
教
、
悉
く

灰
燼
と
な
す
。 

→
清
盛
は
苛
酷
な
政
治
を
行
っ
た
「
仏
敵
」
と
い
う
逝
去
時
の
評
価 

 

二
、
専
修
仏
教
と
総
合
仏
教 

 
 

① 

新
仏
教
「
達
磨
宗
」
の
弾
圧 

 
 

 

ア 

『
百
練
抄
』
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
七
月
五
日
条 

 
 

 
 

入
唐
上
人
栄
西
、
在
京
上
人
能
仁

（
大
日
房
）

等
、
達
磨
宗
を
建
立
せ
し
む
る
の
由
風
聞
す
。
停
止
す
べ
き

の
旨
、
天
台
宗
僧
徒
奏
聞
す
と
云
々
。
停
止
に
従
う
べ
き
趣
、
宣
下
せ
ら
れ
る
と
云
々
。 

 
 

 
 

 

＊
元
久
の
法
難
以
前
、
天
台
僧
徒
は
、
栄
西
や
能
仁
の
「
達
磨
宗
」
を
禁
じ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

→
「
渡
宋
」
せ
ず
「
禅
の
専
修
」
は
排
除
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

→
浄
土
宗
「
開
宗
」
は
承
安
五
年
（
一
一
七
五
）
と
す
る
が
、
法
然
は
公
言
し
な
い
。 

  
 

 

イ 

『
興
禅
護
国
論
』
（
栄
西
） 

 
 

 
 

問
う
て
曰
く
、
或
る
人
妄
り
に
禅
宗
を
称
し
て
達
磨
宗
と
い
う
。
而
る
に
自
ら
云
う
、「
行
な
し

修
な
し
、
本
よ
り
煩
悩
な
し
。
元
め

は
じ

よ
り
菩
提
あ
る
故
に
事
戒
を
用
い
ず
、
事
業
を
用
い
ず
。
」

（
略
）
何
ぞ
念
仏
を
修
し
、
舎
利
を
供
し
、
長
期
節
食
す
る
を
労
す
や
。 

 
 

 
 

 

＊
栄
西
は
、
能
仁
と
異
な
る
と
主
張 

→
建
仁
寺
に
真
言
院
・
止
観
院
を
創
建
（
元
久
二
） 

 
 

 
 

 

＊
能
仁
禅
は
「
本
覚
論
」
に
近
い
。 

建
久
六
年
こ
ろ
暗
殺 

 

→
弟
子
の
多
く
は
永
平
道
元
の
弟
子
に
加
わ
っ
た 

 

 
 

② 

「
戒
師
」
法
然
の
立
場 

ア 

『
玉
葉
』
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
九
月
二
十
九
日
条 

 
 

 
 

こ
の
日
、
法
然
房
上
人
源
空
を
請
じ
、
中
宮
御
受
戒
の
こ
と
有
り
。
先
例
に
こ
の
上
人
の
ご
と

き
は
、
強
ち

あ
な
が

に
貴
所
に
参
ら
さ
ざ
る
の
由
、
傾
く
の
輩
有
り
と
云
々
。
こ
れ
案
内
を
知
ら
ざ
る

也
。
戒
を
受
く
る
は
、
こ
れ
聊
爾

＊

に
あ
ら
ず
。
伝
受
の
人
を
も
っ
て
師
た
る
べ
し
。
し
か
る
に

近
代
の
名
僧
等
、
一
切
戒
律
の
事
を
知
ら
ず
。
禅
仁
・
忠
尋
等
の
時
ま
で
は
、
名
僧
等
皆
好
ん

で
戒
を
授
く
。
そ
れ
よ
り
以
後
す
べ
て
こ
の
事
な
し
。 

＊
聊
爾
（
り
ゅ
う
じ
）
＝
軽
率 



- 5 - 

 

 
 

 
 

 

＊
兼
実
は
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
こ
ろ
か
ら
戒
師
と
し
て
法
然
を
招
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

→
兼
実
は
、
内
裏
の
慣
例
よ
り
「
真
の
戒
師
」
を
求
め
た 

 
 

 
 

 
＊
こ
の
時
は
後
鳥
羽
天
皇
の
中
宮
で
あ
る
宜
秋
門
院
任
子
（
実
は
兼
実
の
娘
）
の
受
戒 

 
 

 
 

 

＊
忠
尋
、
禅
仁
は
天
台
僧
で
保
延
四
年
（
一
一
三
八
）
と
翌
年
に
相
次
い
で
寂 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

→
そ
の
時
期
は
出
家
し
て
も
授
戒
し
な
い
白
河
院
政
と
重
な
る 

 
 

 
 

 

＊
「
戒
律
堅
固
」
な
法
然
像
は
貞
慶
も
記
す
。 

 

→
「
興
福
寺
奏
状
」
八
（
後
述
） 

 

③ 

武
士
の
信
仰
の
多
様
性
（
熊
谷
直
実
の
氏
神
信
仰
） 

 
 

 

ア 

「
熊
谷
蓮
生
誓
願
文
」
（
夢
の
記
）
嵯
峨
清
涼
寺
蔵 

                      
 

 

＊
『
四
十
八
巻
伝
』
未
収
載 

 
 

 

＊
自
筆
花
押
が
あ
る
貴
重
な
文
書
。 

 
 

 

＊
熱
烈
な
専
修
念
仏
者
と
さ
れ
る
熊
谷
蓮
生
が
、
夢
を
「
御
嶽
の
神
験
な
り
、
氏
神
に 

（
端
裏
書
） 

「
ふ
く

（
福
）

き
た
る
本
く
わ
ん
を
□
□
□
□
□
□
□ 

 

十
月
一
日
の
こ
ろ
ん
き
の
ゆ
め
也
、
ろ
ん
に
ん
□
□
□
□
」 

１ 
 
 
 
 
 

か
ま
く
ら
に
つ
く
ひ
の
よ
也
、 

２ 
元
久
三
年
十
月
一
日
よ
、
ゆ
め
に
み
る
、 

３ 

蓮
生
、
卌
よ余

は
か
り
な
る
そ
う

僧

の
往
生 

４ 

の
ほ
う

法

を
ゆ
い
や
ふ

言

破

ら
ん
と
て
、
蓮
生
と
ろ
ん

論

す 

５ 

る
に
、
む
か
う

向

て
い
ふ

言

や
う
そ
、
往
生
こ
く
ら
く

極

楽

ハ
、 

６ 

み
た
の

弥

陀

ほ
ん
く
わ

本

願

ん
に
し
く

及

事
ハ
な
し
、 

７ 

た
ゝ
み
た
の
ほ
ん
く
わ
ん
を
も
ん
て
す
と 

８ 

い
ふ
は
な
し

言

放

て
の
事
ハ

言

葉

な
し
、
と
い
は
れ
て
、 

９ 

□こ

の
ろ
ん

論

す
る
そ
う

僧

、
こ
と
ハ

言

葉

も
せ
す
、
も
の
い
ハ

物

言

 

1
0
 

す
し
て
ゐ
た

居

り
と
み
る
ニ
、
あ
ま
り

余

ほ
ん
く
わ
ん

本

願

そ 

1
1
 

と
、
ゆ
い
つ
め

言

詰

ら
れ
て
、
め
を
ひ
し

眼

拉

き
て
、
み
も

見
 

1
2
 

ひ
ら
か

開

す
し
て
、
う
つ
ふ
り

俯

伏

ふ
し
て
、 

1
3
 

あ
る
と

有

み
る
ほ

見

と
に
、
た
ゝ
う
せ
に

失

う
せ
て
、
人
に 

1
4
 

て
も
な
ら
て
、
き
え
〳

消

〵
と
た
ゝ
う
せ

失

う
た
る
、 

1
5
 

け
に
〳
〵
と

現

に

現

に

な
く

無

な
る
と
み
つ

見

ほ
か
へ
ゆ
き
う
す

他

行

失

 

1
6
 

る
と
ハ
み
え

見

す
、
た
ゝ
き
え
う
す

只

消

失

る
と
み
え

見

つ
る
也
、 

1
7
 

又
ゆ
め

夢

ニ
を
な
し
よ

同

夜

み
る
、
こ
れ
ハ
さ
き

先

ニ
見
ゑ
た
り
、 

1
8
 

正
月
一
日
に
て
あ
る
に
、
か
ん
た
い
の

館

内

か
と
ニ
き

問

来

て 

1
9
 

ゐ
て
い
ふ

居

言

や
う
、
ふ
く

福

の
ふ
く
よ
し

良

、
と
み

富

の
と
み 

2
0
 

よ
し

良

、
ま
い

参

り
て
候
と
い
ふ

言

を
き
ゝ

聞

、
れ
ん
せ
い

蓮

生

か 

2
1
 

い
ふ
や
う

言

様

を
さ
め
つ

醒

〳
〵
と
三
と
い
ふ

度

言

〳
〵
と
み
つ
る
な
り
、 

2
2
 

そ
の
つ
と
め
て
十
月
二
日
き
し
了
、 

 

2
3
 

こ
れ
ハ
ま
さ
し
く
、  

  
  
  
 
  
  
 

蓮
生
（
花
押
） 

2
4
 

み
た
け

御

嶽

の
御
し
ん
け
ん

神

験

也
、 

2
5
  

う
ち
か
み

氏

神

に
て
わ
し
ま

御

座

す
、 
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て
御
座
し
ま
す
」
と
記
す
。 

＊
神
祇
信
仰
に
つ
い
て
は
津
戸
為
守
宛
て
法
然
消
息
（
九
月
十
八
日
付
） 

 
 

 
 

「
コ
ノ
世
ノ
イ
ノ
リ
ニ
、
仏
ニ
モ
神
ニ
モ
申
サ
ム
事
ハ
、
ソ
モ
ク
ル
シ
ミ
候
マ
シ
・
・
」 

 

④ 

地
域
に
お
け
る
念
仏
信
仰
の
展
開
と
課
題 

ア 

「
大
胡
消
息
」
（
『
九
巻
伝
』
大
胡
実
秀
宛
） 

 
 

 

さ
き
の
便び

ん

に
は
さ
し
あ
ふ
（
差
合
う
＝
差
支
え
る
）
事
候
て
、
御
返
事
こ
ま
か
に
申
さ
ず
候
ひ

き
、
さ
だ
め
て
不
審
に
お
ぼ
し
召
し
候
ら
ん
と
思
給
候
、
さ
て
は
た
づ
ね
お
ほ
せ
ら
れ
（
尋
ね

仰
せ
ら
れ
）
候
し
事
と
も
、
御
文
な
ど
に
て
は
、
た
や
す
く
申
ひ
ら
き
が
た
き
事
に
て
候
、
あ

は
れ
（
哀
れ
＝
是
非
）
京
に
久
し
く
御
逗
留
候
し
時
、
こ
ま
か
に
御
沙
汰
候
は
ま
し
か
ば
、
よ

く
候
ひ
な
ま
し
、
（
中
略
）
又
罪
を
つ
く
り
た
る
人
だ
に
も
、
念
仏
し
て
往
生
す
、
ま
し
て
法

華
経
な
ど
う
ち
よ
み
（
打
読
み
＝
し
つ
か
り
読
み)

て
、
念
仏
申
さ
ん
は
何
か
は
く
る
し
（
苦

し
＝
不
都
合
）
か
る
べ
き
と
人
々
の
申
候
ら
ん
事
は
、
京
辺
に
も
さ
や
う
に
申
候
人
々
お
ほ
く

候
ヘ
ば
、
ま
こ
と
に
さ
ぞ
候
ら
ん
、
そ
れ
は
余
宗
の
意
に
て
こ
そ
候
ら
め
、
よ
し
あ
し
（
善
し

悪
し
）
を
さ
だ
め
申
べ
き
に
候
は
ず
、
僻
事
（
ひ
が
ご
と
＝
間
違
い
）
と
申
さ
ば
、
を
そ
れ
あ

る
（
畏
れ
あ
る
＝
権
威
の
あ
る)

か
た
お
ほ
く
候
、
（
中
略
）
余
行
の
人
な
り
と
も
、
す
べ
て
人

を
く
だ
し
、
人
を
そ
し
る
事
は
、
ゆ
ゝ
し
き
と
が
（
由
々
し
き
咎)

お
も
き
事
に
て
（
中
略
）

御
身
一
つ
に
ま
づ
よ
く
よ
く
往
生
を
ね
が
い
て
（
中
略
）
御
披
露
候
ま
じ
く
候
、 

 
 

 

＊
「
専
修
念
仏
」
の
本
心
を
述
べ
た
部
分
は
、
没
後
一
世
紀
を
経
て
も
披
露
で
き
な
い 

 
 

 

＊
関
東
に
は
、
「
煩
悩
即
菩
提
」
な
ど
と
い
う
本
覚
論
を
曲
解
す
る
者
も
多
か
っ
た 

 

イ 

『
沙
石
集
』
（
無
住
道
暁
） 

 
 

 
 

凡
ソ
一
切
ノ
行
ヲ
禅
ト
ミ
レ
ハ
皆
禅
ナ
リ
。
一
心
ノ
キ
ハ
マ
レ
ル
所
ニ
其
証
ア
ル
故
ニ
。
又
一

切
ヲ
念
仏
ト
ミ
レ
ハ
念
仏
ナ
リ
（
中
略
）
智
覚
禅
師
、
坐
禅
ノ
ホ
カ
ノ
行
、
法
華
ヲ
論
シ
、
念

仏
ヲ
行
シ
、
上
品
上
生
ノ
往
生
セ
ル
人
ナ
リ
シ
、 

 

ウ 

『
野
守
鏡
』
（
作
者
不
詳
・
鎌
倉
時
代
） 

 
 

然
る
に
此
頃
の
専
修
の
二
十
五
三
昧
は
、
観
経
を
よ
み
て
法
華
経
を
よ
ま
ざ
る
あ
り
、
本
願
の

意
楽
に
し
た
が
い
、
真
実
の
利
益
を
失
な
ふ
、 

 
 

 

＊
古
代
以
来
の
地
域
仏
教
の
主
流
は
、
総
合
的
（
天
台
的
）
修
行
を
中
心
に
お
い
て
い
た
。 

＊
こ
の
よ
う
な
法
華
経
読
誦
や
禅
を
兼
学
す
る
人
々
と
、
法
然
が
「
心
の
内
に
と
ど
め
よ
」

と
諭
し
た
専
修
念
仏
者
の
間
で
、
対
立
は
次
第
に
激
化
し
た
。 
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三
、
「
念
仏
」
に
対
す
る
周
囲
の
認
識
と
法
難 

 
 

① 
元
久
と
建
永
の
法
難 

【
元
久
の
法
難
】 

 
 

 

ア 

『
七
箇
条
制
誡
』
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
十
一
月
（
法
然
が
制
止
し
た
要
旨
） 

一 

真
言
・
止
観
を
論
破
し
、
阿
弥
陀
仏
以
外
の
仏
・
菩
薩
を
誹
謗
す
る
こ
と 

二 

無
智
識
を
自
覚
し
な
い
で
、
有
智
の
人
に
対
し
論
争
す
る
こ
と 

三 

別
行
の
人
に
対
し
、
本
業
を
棄
て
ろ
と
称
し
嘲
笑
す
る
こ
と 

四 

念
仏
者
に
戒
は
無
用
と
称
し
て
婬
酒
食
肉
を
勧
め
、
律
を
守
る
者
を
雑
行
人
と
決
め
つ
け
、

弥
陀
の
本
願
に
従
っ
て
造
悪
を
恐
れ
る
な
と
説
く
こ
と 

 

→
悪
人
正
機 

五 

経
典
か
ら
離
れ
て
私
義
を
述
べ
、
諍
論
を
企
て
混
乱
さ
せ
る
こ
と 

六 

特
に
唱
導
を
好
み
、
種
々
の
邪
法
で
道
俗
を
教
化
す
る
こ
と 

 

→
六
時
礼
賛 

七 

仏
説
と
は
言
え
な
い
法
を
正
法
と
し
、
師
の
説
と
号
す
る
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 

＊
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
山
僧
蜂
起
に
対
し
て
十
一
月
七
日
前
後
に
「
送
山
門
起
請

文
」
を
座
主
真
性
に
送
り
（
「
叡
山
黒
谷
沙
門
源
空
」
と
署
名
）
、
同
時
に
七
条
の
停

止
事
項
を
記
し
て
一
九
〇
人
に
署
名
さ
せ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

制
誡
（
誡
飭
）
→
二
字
（
法
名
署
名
）
→
誓
約
→
起
請
文 

 
 

 
 

 
 

 

＊
一
・
二
・
三
・
五
・
七
は
無
知
と
論
争
へ
の
戒
め
。
→
「
に
わ
か
専
修
者
」 

 
 

 
 

 
 

 

＊
こ
れ
で
一
時
、
元
久
の
法
難
は
鎮
定
化
し
た
が
、
四
と
六
は
長
く
問
題
化
し
た
。 

 

 

【
建
永
の
法
難
】 

イ 

『
興
福
寺
奏
状
』
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
十
月
（
貞
慶
の
指
摘
し
た
要
旨
） 

一 

相
伝
・
勅
許
な
く
「
浄
土
宗
」
と
称
す
（
新
宗
を
立
て
る
失
） 

 
 

 
 

二 

「
摂
取
不
捨
曼
陀
羅
」
を
描
き
、
専
修
だ
け
救
わ
れ
る
と
説
く
（
新
像
を
図
す
る
失
） 

 
 

 
 

三 

釈
尊
の
説
く
諸
仏
を
軽
視
し
阿
弥
陀
仏
以
外
の
名
号
を
唱
え
な
い(

釈
尊
を
軽
ん
ず
る
失)

 

 
 

 

四 

経
典
読
誦
や
造
寺
造
仏
を
軽
視
（
万
善
を
妨
げ
る
失
） 

 
 

 
 

 

＊
「
上
人

（
法
然
）

は
智
者
な
り
、
自
ら
は
定
め
て
謗
法
の
心
な
き
か
、
た
だ
し
門
弟
の
中
そ
の
実

知
り
が
た
し･

･
･

」
（
本
文
） 

五 

本
地
垂
迹
の
意
味
も
わ
か
ら
ず
皇
祖
神
や
先
祖
神
を
軽
視
（
霊
神
に
背
く
失
） 

 
 

 
 

 
 

 

→
熊
谷
・
津
戸
・
諏
訪
氏
等
の
神
祇
信
仰
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
。 

六 

諸
行
往
生
の
事
例
は
多
い
の
に
念
仏
だ
け
が
勝
れ
て
い
る
と
い
う
（
浄
土
に
暗
き
失
） 

http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E7%9C%9F%E8%A8%80
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E6%AD%A2%E8%A6%B3
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E8%8F%A9%E8%96%A9
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E5%88%A5%E8%A1%8C
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E9%9B%91%E8%A1%8C
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E5%BC%A5%E9%99%80
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E6%9C%AC%E9%A1%98
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E5%94%B1%E5%B0%8E
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E6%95%99%E5%8C%96
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E4%BB%8F%E6%95%99
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E6%AD%A3%E6%B3%95
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E6%B5%84%E5%9C%9F%E5%AE%97
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E6%91%82%E5%8F%96%E4%B8%8D%E6%8D%A8%E6%9B%BC%E9%99%80%E7%BE%85
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E5%B0%82%E4%BF%AE%E5%BF%B5%E4%BB%8F
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E9%87%88%E5%B0%8A
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E9%98%BF%E5%BC%A5%E9%99%80%E4%BB%8F
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E5%90%8D%E5%8F%B7
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E9%87%88%E5%B0%8A
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七 

念
仏
を
口
称
だ
け
に
限
定
し
観
念
を
排
除
し
て
い
る
（
念
仏
を
誤
る
失
） 

 
 

 
 

八 

決
定
往
生
を
公
言
し
悪
行
を
重
ね
る
仏
法
破
壊
者
が
い
る
（
釈
衆
を
損
ず
る
失
） 

 
 

 
 

 
 

 

＊
「
浄
土
の
業
因
盛
ん
に
戒
行
を
用
う･

･
･

た
だ
し
末
世
の
沙
門
無
戒
・
破
戒
な
る
、
自

他
許
す
と
こ
ろ
也
、
専
修
の
中
に
ま
た
持
戒
の
人
無
き
に
あ
ら
ず
、
今
嘆
く
所
は
全

く
そ
の
儀
に
あ
ら
ず･

･
･

」
「
洛
辺
近
国
は
な
ほ
以
て
尋
常
な
れ
ど
、
北
陸
・
東
海
の

諸
国
に
至
り
て
は
専
修
の
僧
尼
盛
ん
に
こ
の
旨
を
以
て
す
と
云
々
、
」
（
本
文
） 

 
 

 
 

九 

仏
法
王
法
は
一
体
だ
が
、
他
宗
を
嫌
う
専
修
念
仏
者
と
は
国
の
仏
事
も
で
き
な
い
（
国
土 

を
乱
す
失
） 

＊
「
当
時
浄
土
の
法
門
始
め
て
興
り
、
専
修
の
要
行
も
っ
と
も
盛
ん
な
り
、
王
化
中
興

の
時
と
謂
ふ
べ
き
か
、
た
だ
し
、
三
学
已
に
廃
し
、
八
宗
ま
さ
に
滅
せ
ん
と
す･

･
･

」

（
本
文
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

→
八
宗
（
南
都
六
宗
と
天
台
・
真
言
両
宗
） 

 

→
八
宗
滅
亡
＝
鎮
護
国
家
（
最
勝
会
・
仁
王
会
）
の
衰
退 

 
 

→
「
王
化
中
興
」･

･
･

貞
慶
に
よ
る
仏
教
界
変
化
の
自
覚 

 
 

 
 

 
 

 

＊
貞
慶
は
、
法
然
を
糾
弾
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

＊
一
・
二
・
三
・
六
・
七
は
浄
土
宗
の
特
徴
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

四
・
五
は
不
当
。
八
は
「
七
箇
条
制
誡
」
で
も
問
題
視
さ
れ
た
。 

 

ウ 

『
三
長
記
』
（
頭
蔵
人
三
条
長
兼 

元
久
三
年
〈
一
二
〇
六
〉
二
月
条
～
）
要
旨 

朝
議
の
実
務
者
で
あ
る
長
兼
が
興
福
寺
側
と
折
衝
。
後
鳥
羽
院
ほ
か
上
卿
は
、
安
楽
房
遵
西

と
法
本
房
行
空
を
「
偏
執
」
の
罪
科
に
処
す
る
こ
と
で
合
意
し
て
い
た
こ
と
が
、
彼
の
日
記

か
ら
わ
か
る
。 

 
 

→
結
論
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
の
記
載
は
無
い
。 

 

 
 

 

エ 

『
四
十
八
巻
伝
』
（
三
十
三
）
要
旨 

後
鳥
羽
院
が
熊
野
詣
の
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
十
二
月
九
日
、
、
住
蓮
・
安
楽
が
東
山
鹿
谷

で
別
事
念
仏
や
六
時
礼
讃
を
し
て
い
た
。
多
く
の
聴
衆
が
感
激
し
発
心
出
家
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
中
に
御
所
の
女
房
（
伊
賀
局
亀
菊
と
も
門
局
と
も
い
う
）
が
い
た
。
こ
れ
を
後
鳥
羽
院

に
告
げ
た
者
が
お
り
、
院
は
立
腹
し
住
蓮
・
安
楽
を
処
刑
、
専
修
念
仏
停
止
を
進
め
、
翌
年

二
月
二
十
八
日
、
つ
い
に
法
然
も
土
佐
国
に
配
流
と
な
っ
た
。
→
親
鸞
は
越
後
国 

 
 

 
 

＊
法
難
の
詳
細
は
、
浄
土
宗
史
料
意
外
に
は
見
ら
れ
な
い
。 

 
 

 
 

＊
最
近
の
研
究
で
は
、
法
然
の
「
土
佐
国
配
流
」
は
否
定
的
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

→
結
局
、
法
難
は
決
着
し
な
い
で
連
動
し
て
い
た
と
い
え
る
。 

http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E5%9B%BD%E5%9C%9F
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E4%BD%8F%E8%93%AE
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E5%AE%89%E6%A5%BD
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E5%85%AD%E6%99%82%E7%A4%BC%E8%AE%83
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E7%99%BA%E5%BF%83
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E4%BD%8F%E8%93%AE
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E5%AE%89%E6%A5%BD
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E5%B0%82%E4%BF%AE
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E5%BF%B5%E4%BB%8F%E5%81%9C%E6%AD%A2
http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%E6%B3%95%E7%84%B6
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② 
嘉
禄
の
法
難 

（
法
難
の
経
過
） 

ア 

『
四
十
八
巻
伝
』
（
四
十
二
） 

 
 

爰
に
上
野
国
よ
り
登
山
し
侍
け
る
並
榎
の
竪
者
定 

照
、
ふ
か
く
上
人
念
仏
の
弘
通
を
そ
ね
み
申
て
、 

弾
選
擇
と
い
ふ
破
文
を
つ
く
り
て
、
隆
寛
律
師
の 

庵
に
を
く
る
に
、
律
師
又
顕
選
擇
と
い
ふ
書
を
し 

る
し
て
こ
れ
を
こ
た
ふ
、
そ
の
詞
に
は
、
汝
か
僻 

破
の
あ
た
ら
さ
る
事
、
た
と
へ
は
暗
天
の
飛
礫
の 

こ
と
し
と
そ
あ
さ
む
か
れ
て
侍
る
、
定
照
い
よ
い 

よ
い
き
と
ほ
り
て
、
こ
と
を
山
門
に
ふ
れ
、
衆
徒 

の
蜂
起
を
す
ゝ
め
、
貫
主
に
う
た
へ
、
奏
聞
を
へ 

て
、
隆
寛
・
幸
西
等
を
流
刑
に
せ
し
め
、
あ
ま
さ 

へ
上
人
の
大
谷
の
墳
墓
を
破
却
し
て
、
死
骸
を
鴨 

河
に
な
か
す
へ
き
よ
し
結
構
す
、 

 

○
大
谷
＝
洛
東
大
谷
（
知
恩
院
） 

 

＊
法
然
没
後
の
法
難 

 

＊
高
崎
市
上
並
榎
に
天
台
宗
天
龍
護
国
寺 

 

＊
大
胡
・
熊
谷
・
薗
田
に
近
い 

 

＊
上
図
は
『
念
仏
往
生
伝
』
所
収
の
地
域 

 

＊
『
弾
選
擇
』
『
顕
選
擇
』
実
在
せ
ず 

 
 

 

＊
竪
者

り
っ
し
ゃ

＝
論
義
問
答
（
竪
義
）
の
回
答
者
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

→
探
題 

問
者 

竪
者 

 

イ 

『
明
月
記
』
（
藤
原
定
家 

建
保
五
年
〈
一
二
一
六
〉
三
月
二
十
九
日
条
） 

 
 

 
 

近
年
天
下
に
空
阿
弥
陀
仏
と
称
す
る
念
仏
（
者
）
有
り
。
件
の
僧
は
党
類
を
結
び
、
多
く
の
檀 

越
を
集
め
る
。
天
下
の
貴
賤
は
競
っ
て
結
縁
す
。
殊
に
故
宗
通
卿
の
後
家
所
造
の
堂
を
占(

拠)
 

し
、
そ
の
道
場
と
な
す
。
こ
れ
は
隆
信
朝
臣
の
娘
九
条
院
の
生
む
と
こ
ろ
の
尼
公
な
り
。
念
仏 

宗
の
張
本
た
る
の
故
な
り
。
緇
素
道
俗
月
ご
ろ
集
会
す
。
し
か
ら
ば
山
門
の
衆
徒
ま
た
こ
の
事 

を
聞
き
、
鬱
憤
を
な
す
。
あ
る
い
は
云
う
、
仙
洞
に
訴
訟
を
申
せ
ど
も
御
制
止
な
し
と
云
々
。 
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（
中
略
）
松
明
数
多 

山
僧
の
炬
火
の
由 

南
に
向
か
う
。
念
仏
衆
な
ど
叫
喚
東
西
に
馳
走
す
。

仏
像
を
抱
え
、
黒
衣
に
懐
い
て
逃
散
す
る
と
云
々
。
勝
事
と
謂
う
べ
き
な
り
。 

 
 

 
 

 
 

＊
建
永
の
法
難
以
降
も
念
仏
は
所
々
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。 

 
 

 
 

 
 

＊
法
然
没
後
は
、
大
谷
廟
所
で
念
仏
す
る
者
が
、
い
よ
い
よ
盛
ん
に
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

＊
松
明
を
掲
げ
て
念
仏
衆
を
追
求
す
る
山
僧
を
、
藤
原
定
家
は
「
勝
事
」
と
見
て
い
た
。 

 
 

 

法
然
没
後
も
出
さ
れ
た
宣
旨 

承
久
元
年
（
一
二
一
九
） 

専
修
念
仏
停
止
の
院
宣
下
る
（
『
高
祖
遺
文
録
』
五
） 

貞
応
元
年
（
一
二
二
二
） 
停
止
の
院
宣
下
る
（
『
百
練
抄
』
一
三
） 

 

ウ 

『
民
経
記
』
嘉
禄
三
年
六
月
二
十
一
日
条
（
広
橋
経
光 

紙
背
部
分
） 

 

伝
聞
く
、
山
僧
下
り
、
念
仏
の
先
師
法
然
房
の
墓
堂
を
伐
つ
と
云
々
、 

 
 

 
 

＊
こ
の
前
後
に
山
僧
蜂
起
、
洛
東
大
谷
墓
所
を
破
戒 

 
 

 
 

＊
こ
れ
以
前
に
法
然
遺
骸
を
改
葬 

 

 

③ 

貴
族
の
念
仏
に
対
す
る
認
識 

ア 

『
民
経
記
』
（
嘉
禄
三
年
〈
一
二
二
七
〉
七
月
十
七
日
条
（
宣
旨
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

念
仏
行
業
は
衆
僧
修
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
し
か
る
に
頃
年
以
来
、
内
に
三
宝
の
戒
行
を
守
ら
ず
、

外
に
数
般
の
制
符
を
顧
み
ず
、
専
修
の
一
字
を
建
て
、
自
余
の
諸
教
を
破
る
。
或
い
は
京
洛
を

卜
し
、
無
懺
の
徒
を
率
い
、
或
い
は
山
林
に
交
わ
り
、
不
法
の
侶
を
招
く
。 

 
 

 
 

 

＊
念
仏
は
僧
侶
の
行
業 

 

 

イ 

『
明
月
記
』
建
保
元
（
一
二
一
二
）
年
七
月
十
八
日
条 

 
 

 
 

こ
れ
近
代
念
仏
宗
法
師
原
の
所
為
か
。

天
下
の
淫
女
競
っ
て
屋
形
を
仮
り
、

狂
僧
に
扈
従
す
。 

 
 

 
 

 

＊
建
永
の
法
難
以
降
の
貴
族
の
専
修
念
仏
に
対
す
る
認
識 

 

ウ 

『
同
前
』
同
年
十
一
月
十
五
日
条 

 
 

 
 

未
の
時
、
仁
和
寺
に
参
ら
ん
と
欲
す
る
の
間
、
季
厳
僧
都
来
臨
す
。
相
逢
う
て
即
ち
御
室
に
参

る
。
今
日
念
仏
を
勤
め
る
に
よ
っ
て
な
り
。 

 
 

 
 

 

＊
定
家
も
仁
和
寺
で
念
仏
を
勤
め
て
い
る
。 
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○ 

三
法
難
は
断
続
的
な
念
仏
弾
圧
で
あ
っ
た
。 

○ 

そ
の
後
も
専
修
念
仏
の
弾
圧
は
続
い
た
。 

○ 

た
だ
し
承
久
の
乱
（
一
二
二
一
）

後
は
、

皇
位
継
承
、

荘
園
管
理
も
幕
府
が
介
在
し
た
。 

 
 

 
 

→
公
家
・
南
都
北
嶺
勢
力
は
一
気
に
凋
落
。 

→
在
京
武
士
の
勢
力
拡
大 

○ 

王
法
仏
法
の
凋
落
（
権
門
体
制
の
弛
緩
）
。 

→
興
福
寺
勢
力
も
室
町
期
に
は
衰
退 

   
 

ま
と
め 

 

→
女
人
は
成
仏
で
き
な
い
仏
教
の
変
革 

 
 

 
 

→
八
宗
王
法
と
在
俗
仏
教 

→
鎌
倉
時
代
を
通
し
て
「
寓
宗
」
「
附
庸
宗
」 

 
 

→
聖
光
か
ら
良
忠
附
嘱
（
関
東
教
化
の
意
味
） 

→
宗
脈
・
戒
脈
の
要
（
聖
冏
以
降
） 


